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優良な形質を持った家畜を短期間に育種・繁殖するためには、ゲノム情報を有効に活用した新たな

改良・増殖技術を開発する必要がある。そこで、我々は生殖細胞と多能性幹細胞をキーワードに新

しい繁殖技術の開発に取り組んでいる。その一つとして、家畜の未成熟生殖細胞を有効利用するた

めの研究を行っており、子ブタの精巣に含まれる精祖細胞をヌードマウスの皮下に異種間移植して、

正常な精子を形成させる方法を開発し、得られた精子に由来する子ブタの生産に成功している。ま

た、本手法をウシに応用する研究を進めているところである。一方、家畜の胚や生殖細胞を起源と

する多能性幹細胞の樹立・培養とその利用に関する研究を進めている。ヒトでは iPS 細胞等の多能

性幹細胞の研究が急速に進んでいるが、家畜での研究は立ち遅れているのが現状である。我々はこ

れまでに、ウサギ、ウシ及びブタ等の ES 細胞株樹立を試みてきたが、多くの場合	
 “マウス	
 (naive)	
 

型”ではなく“ヒト	
 (primed)	
 型”と見られる形質を示し、増殖速度は遅く、安定した細胞株を得

ることは困難であった。最近、各種の低分子阻害剤を培地に添加することにより、キメラ形成能を

持つラット ES/iPS 細胞の樹立が報告され、多様な動物種の多能性幹細胞の樹立に期待が寄せられて

いるところである。我々は、これらの知見を活用することにより、ウシを中心に、再度、多能性幹

細胞の樹立を目的とした一連の研究を行っており、これまでとは異なる形質の細胞株が得られてき

ている。未だ途上ではあるが、その概要を紹介したい。	
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